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（
３
月
定
例
会
）

有利な町債も　借金だ　　　
濵中副町長

十分
頭に入れて
やる

平成2 6年度予算総括表

会　　計 予算規模 対前年度比
（％）

一 般 会 計 4,035,962千円 0.5

特　

別　

会　

計

国 民 健 康 保 険 事 業 482,956千円 2.3

介 護 保 険 事 業 324,950千円 2.6

診 療 所 事 業 251,629千円 0.9

後期高齢者医療事業 54,481千円 △1.2

離島飲料水供給事業 3,248千円 1.7

下 水 道 事 業 229,013千円 △41.6

釣 公 園 事 業 17,884千円 △1.8

小　　計 1,364,161千円 △9.5

簡 易 水 道 事 業 会 計 384,903千円 △49.2

合　　計 5,785,026千円 △7.9

簡易水道予定量　給水戸数　1,751戸
　　　　　　　　一日平均給水量　4,552㎥

地 方 交 付 税　�財政力が弱い自治体でも、福祉や教育な
どの基本的な行政サービスができるよう
国が配分するお金

国・県支出金　�国や県から入ってくる使い道が決まって
いるお金

町　　　　　債　町の借金

公　　債　　費　町債を返済するお金

分担金・負担金　�特定の事業を行う時に、その経費に充て
るために、その事業によって利益を受け
る人に負担してもらうお金

用　語　の　説　明

　３月定例会を12日から開催。
　濵田町長が療養中で欠席され、職務代理者濵中副町長が答弁に立ちました。平成26年度当初予算など
41議案を慎重に審議し、原案どおり可決しました。
　特に、（仮称）町民会館建設事業について、体育館棟のトイレの数など提出された図面を基に意見要望が
続出、上程された26年度一般会計予算に反対する議員もあり、他の議員も要望を付して賛成としました。

一般会計款別構成表

歳出（％）

歳入（％）

予備費 0.2％　1,000万円
議会費 1.3％
5,304万円

町税 16.8％
６億7,714万円

地方譲与税 0.2％　850万円
地方消費税交付金 1.2％　4,800万円

地方交付税等
16.4%
６億6,440万円

分担金及び
負担金
0.6％
2,242万円

国庫支出金
5.9%
２億3,672万円

使用料及び
手数料 1.8%
7,290万円

県支出金
18.0%
7億2,630万円

財産収入等 0.1%　605万円

繰越金 0.5％
2,000万円

諸収入 12.7%
５億1,133万円

町債 18.8％
７億6,000万円

総務費
17.4%
７億158万円

民生費
9.8%
３億9,384万円

衛生費
21.5%
８億6,576万円

農林水産業費
27.1%
10億9,571万円

商工費
1.6%
6,436万円

消防費 5.9%
２億4,011万円

教育費 5.0%
２億112万円

諸支出金 0.1%　344万円公債費 3.9%
１億5,722万円

土木費
6.2%
２億4,977万円

繰入金 7.0%　２億8,220万円

※歳入・歳出の款別構成を円グラフで表示しています。

平成26年度　一般会計予算
40億3,596万円
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A
（
副
町
長
）
使
い
み

ち
は
自
主
防
で
考
え

て
い
た
だ
き
た
い
。
表
示
は

電
柱
を
考
え
て
い
る
。

小
型
バ
ス
の
充
実
と
は

Q
（
丸
山
）
小
型
バ
ス

の
充
実
は
ど
ん
な
こ

と
を
考
え
て
い
る
か
。

A
（
副
町
長
）
石
場
町

を
通
る
よ
う
検
討
し

て
い
る
。
ま
た
、
平
成
26
年

度
か
ら
社
会
福
祉
協
議
会
が

事
前
登
録
制
で
、
有
料
運
行

を
は
じ
め
る
と
聞
い
て
い
る
。

陸
・
海
上
の
受
入
れ
体
制
は

Q
（
丸
山
）
観
光
客
受

入
れ
体
制
の
充
実
で

は
、
ど
ん
な
こ
と
を
考
え
て

い
る
か
。

有利な町債も　借金だ　　　
一
般
会
計

地
域
お
こ
し
協
力
隊
？

Q
（
井
下
）
地
域
お
こ

し
協
力
隊
は
ど
の
よ

う
な
内
容
で
運
営
す
る
の
か
。

　

女
性
を
一
人
採
用
と
聞
い

た
が
。
ま
た
、
出
会
い
隊
で

結
婚
し
た
カ
ッ
プ
ル
が
住
む

家
が
な
く
、
や
む
な
く
宇
野

に
出
た
事
実
も
あ
る
。

A
（
副
町
長
）
初
め
て

の
取
り
組
み
で
手
探

り
状
態
だ
。
当
面
は
、
空
き

家
の
調
査
を
し
て
も
ら
い
、

ど
う
し
た
ら
活
用
で
き
る
の

か
考
え
た
い
。

　

結
婚
さ
れ
た
カ
ッ
プ
ル
に

は
、
貸
す
空
き
家
の
情
報
は

な
い
と
職
員
が
答
え
た
と
思

う
。
そ
の
対
策
も
含
め
て
協

力
隊
の
活
用
を
考
え
た
い
。

ど
こ
に
表
示

Q
（
中
野
）
自
主
防
災

会
へ
の
補
助
の
使
い

み
ち
は
。
ま
た
、
海
抜
表
示

は
ど
こ
に
す
る
の
か
。

A
（
副
町
長
）
バ
ス
関

係
の
充
実
を
い
ち
ば

ん
に
考
え
て
い
る
。

実
行
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
は

Q
（
大
谷
）
火
ま
つ
り

の
実
行
委
員
は
、
ど

ん
な
方
々
に
な
っ
て
も
ら
う

の
か
。

A
決
定
は
し
て
な
い

が
、
企
業
・
各
種
団

体
・
町
・
議
会
関
係
の
方
々

を
考
え
て
い
る
。

Ａ
Ｒ
Ｔ  

Ｓ
Ｅ
Ｔ
Ｏ
Ｕ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
？

Q
（
石
川
）
ア
ー
ト　

セ
ト
ウ
チ
と
は
。

A
（
副
町
長
）
芸
術
祭

が
終
わ
っ
て
次
回
ま

で
の
２
年
間
に
行
う
イ
ベ
ン

ト
を
、
ア
ー
ト 

セ
ト
ウ
チ
と

い
う
名
称
で
実
施
し
て
い
る
。

借
金
は
減
ら
し
て

Q
（
小
林
）
町
債
は
有

利
な
も
の
を
活
用
す

る
と
あ
る
が
、
い
く
ら
有
利

で
も
借
金
だ
。
少
し
で
も
減

ら
す
考
え
方
で
や
っ
て
も
ら

い
た
い
。

A
（
副
町
長
）
そ
の
と

お
り
で
、
十
分
に
頭

に
入
れ
て
や
っ
て
い
き
た
い
。

改
革
が
必
要
だ

Q
（
井
下
）
釣
公
園
で

釣
り
客
増
や
特
産
品

の
販
売
増
の
た
め
ど
う
し
て

い
く
の
か
。
ま
た
、
自
然
と

ふ
れ
あ
う
憩
い
の
場
と
し
て

末
長
く
施
設
を
存
続
す
る
こ

と
や
、
民
間
委
託
に
つ
い
て

は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
考
え

て
い
る
か
。

A
（
副
町
長
）
入
園
者

が
減
っ
て
い
る
。
良

い
も
の
は
継
続
し
、
良
く
な

い
も
の
は
変
え
て
い
く
。
民

間
委
託
で
は
、
土
地
の
所
有

者
に
話
を
し
て
い
る
が
、
な

か
な
か
難
し
い
。

平
日
も
食
べ
た
い

Q
（
丸
山
）
タ
イ
の
お

刺
身
定
食
は
、
平
日

も
食
べ
ら
れ
る
の
か
。

A
（
副
町
長
）
予
約
す

れ
ば
、食
べ
ら
れ
る
。

前
年
よ
り
増
え
て
い
る

Q
（
石
川
）
下
水
道
債

の
元
利
償
還
金
は

ピ
ー
ク
を
過
ぎ
た
と
あ
る

が
、
前
年
よ
り
増
え
て
い
る

の
で
は
。

A
（
環
水
課
長
）
平
成

18
年
度
が
い
ち
ば
ん

多
く
ピ
ー
ク
の
時
期
だ
っ
た

の
で
、
そ
の
時
よ
り
は
少
な

い
と
い
う
こ
と
だ
。

収
入
増
を
め
ざ
し
て

Q
（
井
下
）
診
療
所
の

外
来
・
入
院
の
収
入

が
減
っ
た
要
因
の
調
査
や
分

析
を
し
た
か
。

A
（
副
町
長
）
町
民
の

方
々
が
元
気
に

な
っ
て
減
っ
て
い
れ
ば
い
い

が
、そ
う
で
は
な
い
よ
う
だ
。

所
内
の
活
動
報
告
会
等
で
、

ス
タ
ッ
フ
と
協
議
し
、
色
々

と
お
願
い
も
し
て
い
る
。

タイのお刺身定食

「町民専用小型バス」利用して下さい

主
な
質
疑
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『使う人のことを　考えて』町民会館設計に
質問集中！

ど
う
な
る
町
民
会
館

Q
（
小
林
）
町
民
会
館

費
は
補
正
予
算
で
議

決
と
な
っ
た
が
、
町
民
会
館

新
築
工
事
資
料
は
、
補
正
予

算
で
説
明
す
べ
き
で
あ
っ

た
。
ま
た
、
い
き
な
り
体
育

館
棟
内
に
畳
敷
の
話
が
出

て
、
反
対
す
れ
ば
元
の
ス
ノ

コ
に
戻
す
。
使
用
者
が
不
便

と
言
っ
て
も
す
る
の
か
。

A
（
副
町
長
）
設
計
者

か
ら
畳
敷
の
提
案
が

あ
り
、
常
任
委
員
会
に
提
案

し
た
が
反
対
意
見
が
あ
り
ス

ノ
コ
に
戻
し
た
。
ト
イ
レ
数

は
、
変
わ
っ
て
い
な
い
が
不

便
で
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。

Q
（
小
林
）
建
設
工
事

指
名
委
員
会
を
工
事

資
料
の
説
明
も
な
い
の
に
開

催
し
、
業
者
選
定
を
し
て
い

る
が
。

A
（
副
町
長
）
指
名
委

員
会
は
、
補
正
予
算

の
関
係
で
開
催
し
た
。
新
年

度
予
算
の
議
決
が
な
い
た
め

業
者
の
選
定
の
み
に
留
め
て

い
る
。

Q
（
石
川
）
議
員
か
ら

ト
イ
レ
数
・
下
駄
箱

な
ど
に
つ
い
て
様
々
な
意
見

が
あ
っ
た
が
、
何
も
変
わ
っ

て
い
な
い
。

　
「
ト
イ
レ
は
集
会
所
棟
へ

行
き
な
さ
い
。」
は
暴
言
で

あ
り
断
固
反
対
す
る
。

A
（
副
町
長
）
お
祭
り

や
選
挙
な
ど
で
１
０

０
人
を
超
え
て
使
用
す
る
の

は
、
年
に
数
回
程
度
で
あ
り

ト
イ
レ
を
増
や
す
の
は
経
済

的
で
な
い
。

Q
（
石
川
）
使
う
人
の

こ
と
を
考
え
て
い
な

い
。
ト
イ
レ
を
10
カ
所
増
や

せ
と
言
っ
て
い
る
の
で
は
な

い
。
設
計
者
と
執
行
部
で
合

意
が
あ
る
の
か
も
知
れ
な
い

が
、
利
用
す
る
町
民
の
こ
と

を
考
え
て
い
な
い
。

A
（
副
町
長
）
ト
イ
レ

は
通
常
の
ソ
フ
ト
バ

レ
ー
な
ど
に
は
対
応
で
き

る
。
同
じ
敷
地
内
に
ト
イ
レ

が
あ
る
の
で
、
そ
ち
ら
を
利

用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

ナ
イ
タ
ー
照
明
の
改
善
は

Q
（
井
下
）
町
民
グ
ラ

ン
ド
の
ナ
イ
タ
ー
照

明
が
暗
い
の
で
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
な

ど
、
改
善
す
る
計
画
は
あ
る

の
か
。

A
（
教
育
次
長
）
従
来

か
ら
あ
ま
り
明
る
く

な
い
。
検
討
し
た
い
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
で
の
広
告
は

Q
（
石
川
）
オ
フ
ト
ー

ク
放
送
か
ら
タ
ブ

レ
ッ
ト
に
変
わ
っ
て
も
、
広

告
は
受
け
付
け
る
の
か
。

A
（
総
務
課
長
）
今
ま

で
と
同
様
に
受
け
付

け
る
。

中
長
期
の�

�

期
間
は

Q
（
小
林
）

中
長
期

在
留
者
住
居
地

届
出
等
事
務
委

託
費
で
、
中
長

期
と
は
ど
の
程

度
か
。

A
（
住
民

福
祉
課

長
）
ど
れ
く
ら

い
の
期
間
か
は

資
料
が
な
い
の

で
調
べ
る
。

60
周
年
記
念
事
業
は

Q
（
丸
山
）
町
制
施
行

60
周
年
記
念
関
連
事

業
の
内
容
は
。

A
（
総
務
課
長
）
確
定

で
は
な
い
が
、
漫
才

と
マ
ジ
ッ
ク
を
予
定
し
て
い

る
。稚

魚
放
流
の
魚
種
は

Q
（
井
下
）
原
材
料
費

は
稚
魚
放
流
と
思
う

が
、
何
を
放
流
す
る
の
か
。

A
（
建
設
経
済
課
長
）

タ
ケ
ノ
コ
メ
バ
ル
５

０
０
０
匹
、
キ
ジ
ハ
タ
３
０

０
０
匹
の
予
定
。

火
ま
つ
り
は
ど
う
な
る

Q
（
小
林
）
今
年
の
火

ま
つ
り
は
実
行
委
員

会
の
運
営
に
な
る
が
、
権
限

な
ど
は
ど
う
な
る
の
か
。

A
（
建
設
経
済
課
長
）

基
本
的
に
は
今
ま
で

ど
お
り
と
し
た
い
が
、
ま
だ

煮
詰
ま
っ
て
い
な
い
。

人
権
講
演
会
は

Q
（
丸
山
）
人
権
講
演

会
で
講
師
は
誰
を
予

定
し
て
い
る
か
。

A
（
教
育
次
長
）
ダ
ニ

エ
ル
・
カ
ー
ル
さ
ん

を
予
定
し
て
い
る
。

「明るくして」町民グランドナイター設備

早く大きくなってね（稚魚放流）
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『使う人のことを　考えて』

整備された釣りイカダ

新設予定の浄水場沈澱池

特
別
会
計

国
民
健
康
保
険
事
業

特
定
健
診
の
受
診
率
は

Q
（
石
川
）
特
定
健
康

診
査
の
受
診
率
が
低

い
。
受
診
率
の
向
上
対
策
は
。

A
（
住
民
福
祉
課
長
）

町
民
の
受
け
や
す
い

日
に
し
て
、
６
月
・
９
月
に

集
団
健
診
を
行
い
、
未
受
診

者
に
は
通
知
し
た
い
。

釣
公
園
事
業

タ
イ
な
ど
の
買
入
れ
は

Q
（
井
下
）
タ
イ
・
ハ

ギ
は
何
匹
買
い
入
れ

る
の
か
。
ま
た
去
年
と
の
比

較
は
。

A
（
建
設
経
済
課
長
）

タ
イ
６
０
０
匹
、
ハ

ギ
20
㎏
を
予
定
し
て
い
る
。

タ
イ
の
数
は
去
年
よ
り
減
っ

て
い
る
。

イ
ベ
ン
ト
の
改
善
を

Q
（
井
下
）
釣
り
大
会

が
マ
ン
ネ
リ
化
し
て

い
る
。
イ
ベ
ン
ト
の
改
善
や

参
加
し
や
す
い
方
法
の
検
討

は
。A

（
建
設
経
済
課
長
）

釣
り
大
会
が
マ
ン
ネ

リ
化
し
て
い
る
の
で
、
タ
イ

の
釣
り
大
会
な
ど
検
討
し
た

い
。

施
設
の
整
備
は

Q
（
小
林
）
集
客
す
る

た
め
設
備
を
整
備
し

て
は
。

A
（
建
設
経
済
課
長
）

民
間
委
託
の
話
も

あ
っ
た
た
め
、
イ
カ
ダ
が
壊

れ
る
と
減
ら
す
方
針
で
あ
っ

た
が
、
再
度
検
討
す
る
。

簡
易
水
道
事
業

浄
水
場
を
整
備
す
る
の
か

Q
（
石
川
）
浄
水
設
備

改
良
費
は
、
耐
震
診

断
か
。

A
（
環
境
水
道
課
長
）

浄
水
場
沈
澱
池
を
新

設
す
る
た
め
の
設
計
費
で
あ

る
。Q

（
石
川
）
沈
澱
池
の

工
事
の
予
定
は
。

A
（
環
境
水
道
課
長
）

６
月
補
正
予
算
と
す

る
か
、
平
成
27
年
度
に
す
る

か
は
確
定
し
て
い
な
い
。

一
般
会
計

特
別
会
計

反
対
（
石
川
）

　

再
開
発
用
地
へ
の
美
術
品

購
入
は
具
体
的
提
案
で
は
な

く
、
理
解
で
き
な
い
の
で
反

対
す
る
。

賛
成
（
井
下
）

　

町
民
会
館
建
設
で
は
、
多

く
の
意
見
が
出
た
。
体
育
館

棟
に
ト
イ
レ
を
追
加
す
る
こ

と
を
要
望
す
る
。

賛
成
（
丸
山
）

　

美
術
作
品
購
入
も
明
ら
か

な
も
の
で
な
く
、
予
算
も
納

得
で
き
な
い
所
や
、
町
民
会

館
の
ト
イ
レ
な
ど
の
問
題
も

診
療
所
事
業

賛
成
（
井
下
）

　

外
来
・
入
院
収
入
の
増
に

む
け
て
、今
以
上
に
努
力
し
、

繰
入
金
を
削
減
で
き
る
よ
う

要
望
す
る
。

釣
公
園
事
業

賛
成
（
井
下
）

　

釣
り
大
会
な
ど
イ
ベ
ン
ト

の
改
善
を
図
り
、
釣
り
客
の

増
が
で
き
る
よ
う
要
望
す
る
。

討
　
論

あ
る
。
議
員
の
意
見
を
取
り

入
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。
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身
体
の
不
自
由
な
方

な
ど
の
避
難
方
法
は

Q
（
浜
口
）
防
災
計
画

で
の
避
難
の
原
則
は

徒
歩
だ
が
、
身
体
の
不
自
由

な
方
・
幼
児
・
お
年
寄
り
な

ど
、
徒
歩
で
の
避
難
は
難
し

い
と
思
う
が
。

A
（
副
町
長
）
特
別
な

配
慮
が
必
要
と
思
う

の
で
、
次
期
防
災
計
画
で
は

個
別
の
対
策
を
考
え
た
い
。

釣
り
大
会
の
改
善
策
は

Q
（
井
下
）
メ
バ
ル
釣

り
大
会
で
の
賞
品
の

◦12月15日　「冬のファンタジー Xmas Festa ～き
らめき音楽会～」が総合福祉センターで開催さ
れ、副町長が出席しました。

◦12月21日　直島出会い隊イベント第19弾「クリ
スマスパーティー in 直島」をベネッセ・パーク
他で開催しました。当日は、男性15名・女性12
名の合計27名の参加があり、３組のベスト１カッ
プルと４組のベスト３以内カップルが誕生しま
した。

◦１月15日　つり公園が開園し、２月末までメバ
ル釣り大会が開催されました。

◦１月24日　四国防災トップセミナーが高松サン
ポート合同庁舎で開催され、これに副町長が出
席しました。

◦２月５日　三菱生協の田中理事長他が横防地区
の移動販売車等の協議のため来庁されました。

◦２月８日　大雪による積雪のため、町営バスの
午前中の運行を一時休止したり、午前11時から
総合福祉センターを閉館するなどの支障が発生
しました。

◦２月26日　香川県は、微小粒子状物質「PM2.5」
の濃度が国の暫定指針値を超過すると予想され
たため、県下に初めて注意喚起をしたので、直
島町でも各関係機関に FAX で通知するととも
に、オフトーク放送で住民に注意喚起をしました。

活
性
化
の
イ
ベ
ン
ト
に
助
成
を

Q
（
井
下
）
き
ら
め
き

音
楽
会
な
ど
の
よ
う

な
町
の
活
性
化
の
た
め
の
イ

ベ
ン
ト
に
は
毎
年
助
成
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
か
。

A
（
副
町
長
）
助
成
制

度
は
自
立
で
き
る
ま

で
の
３
年
以
内
と
い
う
制
限

が
あ
る
。
同
じ
内
容
で
は
助

成
は
難
し
い
の
で
事
業
内
容

を
変
え
て
申
請
し
て
も
ら
い

た
い
。

PM2.5で

初の注意喚起
濵中副町長

避難には
特別な配慮

町 長 報 告

（主なもの）主
な
質
疑

生協横防売店跡地

現
状
と
、
参
加
者
増
加
の
た

め
の
改
善
策
は
。

A
（
建
設
経
済
課
長
）

以
前
は
釣
具
メ
ー

カ
ー
か
ら
い
ろ
い
ろ
協
賛
品

が
出
て
い
た
が
、
最
近
は
不

況
で
あ
ま
り
な
い
。

A
（
副
町
長
）
釣
り
大

会
自
体
が
盛
り
上

が
っ
て
い
な
い
現
状
は
確
か

に
あ
る
。
今
後
対
策
を
考
え

る
必
要
が
あ
る
。

初
の
Ｐ
Ｍ
２
・
５
注
意
喚
起

Q
（
中
野
）
オ
フ
ト
ー

ク
で
Ｐ
Ｍ
２
・
５
の

注
意
喚
起
を
し
た
が
、
放
送

の
内
容
は
。

A
（
副
町
長
）
暫
定
指

針
値
を
超
え
る
か
も

し
れ
な
い
段
階
で
注
意
喚
起

を
す
る
。
放
送
内
容
は
、
不

必
要
な
外
出
や
屋
外
で
の
長

時
間
の
運
動
は
し
な
い
。
換

気
は
必
要
最
小
限
に
し
て
、

外
気
の
屋
内
へ
の
侵
入
を
で

き
る
だ
け
減
ら
す
。
呼
吸
器

系
疾
患
の
あ
る
方
、子
ど
も
・

高
齢
者
は
よ
り
慎
重
な
行
動

を
と
る
こ
と
な
ど
の
お
願
い

だ
。移

動
販
売
は
ど
こ
で

Q
（
小
野
）
横
防
地
区

の
移
動
販
売
車
等
の

協
議
の
内
容
は
。

A
（
副
町
長
）
生
協
と

し
て
は
横
防
売
店
を

再
開
す
る
見
込
み
は
な
い
。

移
動
販
売
は
向
か
い
の
空
き

地
を
利
用
し
て
行
う
と
聞
い

て
い
る
。
横
防
売
店
の
跡
地

は
住
宅
用
地
と
し
て
町
が
買

う
方
向
で
検
討
し
て
い
る
。

災
害
か
ら
身
を
守
る
に
は

Q
（
浜
口
）
３
月
11
日

は
東
日
本
大
震
災
か

ら
ち
ょ
う
ど
３
年
、
あ
ら
た

め
て
地
震
・
津
波
の
恐
さ
を

思
い
起
こ
す
。
災
害
か
ら
身

を
守
る
ポ
イ
ン
ト
は
。

A
（
副
町
長
）
地
震
で

死
な
な
い
、
怪
我
を

し
な
い
の
が
一
番
だ
。
家
の

耐
震
化
や
家
具
の
固
定
、
津

波
の
警
報
・
注
意
報
が
解
除

さ
れ
る
ま
で
は
絶
対
家
に
戻

ら
な
い
の
も
基
本
だ
。
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主
な
質
疑

岡教育長

学力は
向上している

教育長報告なおしまハマチ
  学校給食で好評
◦12月７日　子ども会主催のニュースポーツ体験教室が西部公民館体

育室で開催され、小学生18名が参加し、スポーツ推進委員５名の指導
の下、ドッチビー競技に挑戦しました。

◦12月25日　教育委員会定例会が開催され、全国学力学習状況調査実施
の報告をしました。

◦１月１日　小・中学校における英語教育の取り組みが朝日新聞、四国
新聞の２紙に連載記事として、大きく掲載されました。

◦１月24日　漁業協同組合の協力により「なおしまハマチ」が学校給食
の献立に登場し、小・中学校の給食に提供されました。

◦２月１日　青少年ふれあいのつどいが西部公民館体育室で開催され
ました。子ども会・シルバーカルチャー教室の会員が参加し、ドッチ
ビー、ショートテニスの競技や打ち込みうどんづくりの体験を行いま
した。

◦２月５日　家庭教育力サポート事業としての「家庭教育啓発訪問」が
幼児学園で開かれ、平成26年４月に新３歳児学級に入園する園児の保
護者を対象に、県教育委員会の職員が子育て、しつけ等について講話
を行いました。

◦１月10日　平成25年度文部科学省研究開発学校研究協議会が東京で
開催されました。小・中学校が「小・中連携、外国語教育」をテーマ
とする分科会で発表を行い、教育研究開発企画評価会議協力者より指
導助言が行われました。

◦２月22日　体育協会主催の「スポーツ教室」を開き小学生14名がカマ
タマーレ讃岐のコーチからサッカーの基本技の指導を受けました。

（主なもの）
Q
（
丸
山
）
平
成
25
年

度
全
国
学
力
学
習
状

況
調
査
で
は
直
島
も
成
績
が

良
か
っ
た
が
、
全
国
で
上
位

の
県
の
学
習
法
な
ど
は
研
究

し
た
か
。

A
（
教
育
長
）
ま
だ
研

究
は
し
て
い
な
い
。

直
島
も
以
前
よ
り
学
力
は
向

上
し
て
い
る
と
思
う
。

「カマタマーレ讃岐」の指導を受けました

ドッチビー知っていますか？

Q
（
丸
山
）
成
績
の
良

か
っ
た
秋
田
県
で
は

指
導
力
の
あ
る
教
員
は
近
隣

の
学
校
で
も
授
業
し
て
い
る

と
聞
い
た
が
。

A
（
教
育
長
）
現
在
、

県
教
委
か
ら
小
・
中

学
校
の
先
生
に
兼
務
辞
令
が

発
令
さ
れ
て
、
学
校
間
の
交

流
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
。

分
科
会
で
発
表�

�

実
践
可
能
と
評
価

Q
（
井
下
）
小
・
中
学

校
が
連
携
し
て
外
国

語
教
育
を
テ
ー
マ
と
す
る
分

科
会
で
発
表
。
教
育
研
究
開

発
企
画
評
価
会
議
協
力
者
か

ら
指
導
助
言
を
受
け
た
が
そ

の
内
容
は
。

A
（
教
育
長
）
こ
の
取

り
組
み
は
非
常
に
実

践
可
能
な
の
で
は
な
い
か
と

い
う
よ
う
な
評
価
を
い
た
だ

い
た
。
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経
済
・
民
生

浜口 敏夫 委員長

　２月12・13日の両日、合同常任委員会を開催。各課から行事・事
業等の報告を受け、議論を交わしました。
　主なもののみ報告します。

リニューアルされた琴反地池ビオトープ

〔
ふ
れ
あ
い
診
療
所
〕

�

（
４
月
か
ら
１
月
末
ま
で
）

○
外
来
診
療
件
数

�

１
４
、１
２
２
人

�

（
１
日
平
均
69
・
９
人
）

○
入
院
患
者

�

２
、１
９
３
人

�
（
１
日
平
均
７
・
２
人
）

○
病
床
稼
働
率�

37
・
８
％

○�

26
年
度
の
医
師
の
異
動
は

な
い
。
藤
川
・
山
本
の
両

医
師
が
引
き
続
き
診
療
す

る
。

〔
住
民
福
祉
課
〕

○�

12
月
５
日　

歳
末
見
舞
金

を
配
布�

対
象
者
59
人

○�

12
月
12
日　

民
生
・
児
童

委
員
協
議
会
が
役
場
大
会

議
室
で
開
催
さ
れ
、
会
長

に
堀
口
容
子
氏
が
選
出
さ

れ
た
。

ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
は
基
盤
を
壊
し
て

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
　
　
　
　
　

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン�

�

定
期
接
種
始
ま
る

Q
　

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ

ン
は
こ
の
10
月
か
ら

65
歳
で
定
期
接
種
に
な
る
と

い
う
こ
と
だ
が
、
公
費
負
担

は
。A

　

75
歳
以
上
と
同
様

に
半
額
を
町
が
負
担

す
る
。

〔
建
設
経
済
課
〕

直
島
の
月
が
点
灯

○�

12
月
６
日　

宮
浦
港
で
イ

ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
点
灯

式
が
行
わ
れ
、
小
学
生
が

作
成
し
た
48
個
の
「
直
島

の
月
」が
夜
空
を
彩
っ
た
。

横
防
単
身
者
住
宅
入
居
者
募
集

○�
町
営
横
防
単
身
者
住
宅
は

４
月
の
入
居
開
始
を
予
定

し
て
お
り
、
３
月
中
に
は

募
集
し
た
い
。
家
賃
は

４
万
円
程
度
。

直
島
ダ
ム
ビ
オ
ト
ー
プ
の
植
栽
は

Q
　

ビ
オ
ト
ー
プ
に
は

樹
木
を
ど
の
よ
う
に

植
え
る
予
定
か
。

A
　

ビ
オ
ト
ー
プ
の
両

側
に
植
え
る
。
背
の

高
い
木
や
低
い
木
な
ど
専
門

家
に
相
談
し
て
い
る
。

〔
環
境
水
道
課
〕

琴
反
地
池
北
側
の
ビ
オ
ト
ー

 

プ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

　

直
島
製
錬
所
に
委
託
し
て

「
環
の
里
創
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
を
実
施
し
て
い
る
。
ビ

オ
ト
ー
プ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

は
工
事
の
す
べ
て
を
製
錬
所

が
負
担
し
て
く
れ
た
。

小
型
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
制
度
開
始

　

小
型
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
制

度
の
運
用
は
政
令
対
象
28
品

目
の
全
部
を
４
月
１
日
か
ら

回
収
す
る
。
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ

ン
は
デ
ー
タ
漏
れ
防
止
の
た

め
、
基
盤
を
壊
し
て
不
燃
ご

み
の
袋
で
出
せ
ば
収
集
す
る
。
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総
務
・
文
教

石川 知久 委員長

安藤 忠雄 氏

〔
教
育
委
員
会
〕

な
お
し
ま
ハ
マ
チ
が

�

学
校
給
食
に
登
場

○�

１
月
24
日　

な
お
し
ま
ハ

マ
チ
が
初
め
て
学
校
給
食

に
出
さ
れ
、
子
ど
も
た
ち

が
大
変
喜
ん
で
い
た
。

家
庭
の
教
育
力
向
上
を

○�

２
月
５
日　

家
庭
教
育
力

向
上
の
た
め
、
平
成
26
年

度
に
入
園
予
定
の
３
歳
児

の
保
護
者
に
、
育
児
な
ど

に
つ
い
て
、
県
の
教
育
委

員
会
の
職
員
か
ら
講
話
が

あ
っ
た
。

〔
総
務
課
〕

消
防
団
が
年
末
警
戒

○�

12
月
27
～
30
日　

消
防
団

なおしまハマチ　おいしいよ

町
民
会
館
設
計
に
異
論
続
出

の
年
末
警
戒
が
実
施
さ

れ
、
延
べ
２
２
８
人
の
消

防
団
員
が
警
戒
に
あ
た
っ

た
。

Ｉ
Ｓ
Ｏ
が
自
己
宣
言
に

○�

１
月
24
日　

Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４

０
０
１
の
認
証
期
間
が
終

了
し
、
自
己
宣
言
に
移
行

し
た
。

（
仮
称
）
町
民
会
館
新
築

�

工
事
の
設
計
に
異
論
続
出

○�

（
仮
称
）
町
民
会
館
建
設

の
実
施
設
計
が
完
了
し
、

設
計
者
の
三
分
一
氏
か
ら

説
明
が
あ
り
、
質
疑
に
移

り
ま
し
た
。

　

�　

体
育
館
棟
で
は
「
回
廊

部
が
畳
敷
に
な
っ
て
い

る
」「
ト
イ
レ
の
数
が
少

な
い
」
な
ど
。

　

�　

集
会
所
棟
で
は
「
調
理

実
習
室
と
研
修
室
と
の
段

差
の
解
消
」
な
ど
、
多
数

の
改
善
要
求
が
出
さ
れ
ま

し
た
。

　

�　

し
か
し
、町
の
執
行
部
・

設
計
者
か
ら
は
改
善
へ
の

明
確
な
回
答
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

名
誉
町
民
（
第
４
号
）
に

�

建
築
家 

安
藤 
忠
雄 
氏　

　

平
成
元
年
の
直
島
国
際

キ
ャ
ン
プ
場
か
ら
平
成
25
年

の
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｏ　

Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｕ

Ｍ
ま
で
、
多
数
の
建
築
物
を

設
計
し
た
安
藤
忠
雄
氏
を
名

誉
町
民
に
選
定
す
る
こ
と

に
、
満
場
一
致
で
同
意
し
ま

し
た
。

人
　
事

条
　
例
　
改
　
正

岡田 英機 氏

委
員
さ
ん
よ
ろ
し
く

　

固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
委
員
に
、
岡
田
英
機

氏
の
再
任
を
同
意
し
ま
し

た
。

　

任
期
は
平
成
26
年
３
月

15
日
か
ら
平
成
29
年
３
月

14
日
ま
で
の
３
年
間
で
す
。

●�

釣
公
園
設
置
及
び
管
理
条

例

　

開
園
時
間
を
年
間
を
通
じ

て
午
前
７
時
か
ら
午
後
５
時

ま
で
と
す
る
。

●�

報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関

す
る
条
例
に
「
地
域
お
こ

し
協
力
隊
」
を
加
え
る
。

　

�（
主
に
空
き
家
・
空
き
地

の
調
査
を
行
う
）

●�

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事

業
負
担
金
条
例
で
、通
常
、

月
額
３
０
０
０
円
を
５
０

０
０
円
な
ど
に
改
正
す
る
。

●�

離
島
飲
料
水
供
給
事
業
給

水
条
例
・
簡
易
水
道
事
業

給
水
条
例
・
下
水
道
条
例
・

診
療
所
の
設
置
及
び
管
理

に
関
す
る
条
例
・
港
湾
管

理
条
例
な
ど
、
条
例
の
一

部
が
消
費
税
ア
ッ
プ
に
と

も
な
い
改
正
す
る
。
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平
成
25
年
度
　
補
正
予
算

一
般
会
計

　

歳
入
・
歳
出
予
算
の
総

額
に
３
億
３
２
１
７
万
円

を
追
加
し
、
そ
れ
ぞ
れ

43
億
８
５
５
８
万
円
と
な
り

ま
し
た
。

◎
歳
入
の
主
な
も
の

◦
町
税

�
２
５
３
６
万
円
追
加

◦
地
方
交
付
税

�

２
億
５
６
０
８
万
円
追
加

◦
県
支
出
金

�

３
４
７
３
万
円
減
額

◦
繰
越
金

�

１
億
１
８
４
３
万
円
追
加

◦
町
債

�

６
２
３
０
万
円
減
額

◎
歳
出
の
主
な
も
の

◦
町
民
会
館
費

�

１
１
３
８
万
円
減
額

◦
財
政
調
整
基
金
積
立
金

�

4
億
２
６
９
万
円
追
加

◦
塵
介
し
尿
処
理
費

�

４
０
６
８
万
円
減
額

◦�

幼
稚
園
費
（
天
井
や
窓
の

落
下
防
止
工
事
）

�

４
９
４
１
万
円
追
加

トイレを増やせ！

落下防止工事などを行う幼稚園

買
う
予
定
か
。

A
（
建
設
経
済
課
長
）

備
品
の
計
画
は
ま
だ

立
て
て
い
な
い
が
、
集
会
所

の
机
な
ど
を
考
え
て
い
る
。

討
　
論

反
対
（
石
川
）

　

町
民
会
館
建
設
に
反
対
で

は
な
い
が
、
今
の
設
計
の
ま

ま
で
は
ト
イ
レ
の
数
が
足
り

な
い
。
ま
た
、
下
駄
箱
も
つ

け
る
予
定
は
な
い
と
い
う
こ

と
で
債
務
負
担
行
為
を
認
め

る
と
い
う
こ
と
は
来
年
度
の

予
算
を
保
証
す
る
と
い
う
こ

と
に
な
り
、
今
の
設
計
の
ま

ま
で
は
反
対
す
る
。

　
計
画
性
と
費
用
対
効
果
を

�

重
視
し
た
事
業
を
　

�

監
査
委
員　

岡
田　

英
機

�

小
野　

孝
一

　

本
年
度
の
財
政
事
情
は
、
税
収
等
で
は
企
業
収
益
の
持

ち
直
し
な
ど
で
、
一
定
程
度
回
復
が
見
込
ま
れ
る
が
、
社

会
保
障
関
係
費
の
自
然
増
、
公
債
費
が
高
い
水
準
で
推
移

す
る
た
め
、
楽
観
視
で
き
な
い
財
政
状
況
で
あ
る
。

　

経
費
の
節
減
・
合
理
化
、
公
共
事
業
計
画
の
再
検
討
な

ど
、
計
画
性
と
費
用
対
効
果
を
重
視
し
た
事
業
を
実
施
す

る
よ
う
願
い
た
い
。

　

各
種
事
業
の
実
施
で
は
、政
局
や
経
済
情
勢
に
留
意
し
、

効
果
の
あ
る
事
業
を
優
先
し
つ
つ
、
滞
納
整
理
の
取
り
組

み
に
一
層
の
強
化
を
望
む
。

　
健
全
な
財
政
運
営
に
向
け
努
力
を
　

　

国
保
会
計
で
は
、
一
人
あ
た
り
・
１
日
あ
た
り
の
医
療

費
が
県
内
市
町
で
最
も
高
く
、
厳
し
い
状
況
が
続
く
。
医

療
費
の
抑
制
策
に
努
め
、
国
保
税
の
滞
納
整
理
の
強
化
を

望
む
。

　
豊
か
な
自
然
環
境
を

�

生
か
し
た
運
営
を
　

　

釣
公
園
会
計
で
は
、
自
然
環
境
を
生
か
し
た
食
の
提
供

は
、
好
評
を
得
て
い
る
が
、
釣
果
な
ど
の
影
響
で
入
園
者

は
減
っ
て
い
る
。

　

サ
ー
ビ
ス
面
な
ど
で
さ
ら
な
る
創
意
工
夫
を
凝
ら
し
つ

つ
、
民
間
委
託
等
も
検
討
し
、
経
営
の
抜
本
的
な
見
直
し

を
図
る
よ
う
望
む
。

監
査
報
告

（
主
な
質
疑
）

Q
（
石
川
）
総
務
費
の

時
間
外
・
休
日
勤
務

手
当
が
増
え
た
原
因
は
。

A
（
総
務
課
長
）
人
事

異
動
が
あ
っ
た
関
係

と
各
担
当
者
に
予
想
を
出
し

て
も
ら
っ
た
結
果
、
数
字
が

増
え
た
。

Q
（
小
林
）
選
挙
管
理

委
員
会
費
で
還
付

金
・
返
還
金
は
何
か
。

A
（
総
務
課
長
）
平
成

24
年
度
の
衆
議
院
議

員
選
挙
の
事
務
費
の
補
助
申

請
が
二
重
に
な
っ
て
い
た
。

Q
（
石
川
）
町
民
会
館

整
備
工
事
で
備
品
な

ど
も
購
入
す
る
予
算
を
組
む

と
思
う
が
、
ど
ん
な
備
品
を
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営
業
時
間
は

朝
９
時
半
か
ら

夜
10
時
頃
で
、

不
定
休
で
営
業

し
て
い
ま
す
。

Ｑ　
丸
尾
さ
ん

は
お
店
以
外
で

も
活
動
さ
れ
て

い
る
と
聞
き
ま

し
た
が
。「
直

島
ア
ゲ
イ
ン
」

と
も
協
力
し

合
っ
て
い
る
そ

う
で
す
が
。

Ａ　
僕
は
「
島
フ
ェ
ス
」
と

い
う
瀬
戸
内
海
の
島
々
を
舞

台
に
し
た
野
外
音
楽
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
を
主
催
し
て
い
ま

す
。「
直
島
ア
ゲ
イ
ン
」
と

は
毎
年
共
同
開
催
し
て
い
ま

す
。
今
年
も
や
り
ま
す
よ
。

皆
さ
ん
ぜ
ひ
来
て
下
さ
い
。

Ｑ　
丸
尾
さ
ん
は
独
身
と
聞

き
ま
し
た
が
「
直
島
出
会
い

隊
」
に
一
度
参
加
し
て
は
ど

う
で
す
か
。

Ａ　
そ
ん
な
素
晴
ら
し
い
取

り
組
み
が
あ
る
ん
で
す
か
。

ぜ
ひ
企
画
段
階
か
ら
や
ら
せ

て
下
さ
い
。（
笑
）

Ｑ　
直
島
の
若
者
と
ま
ち
お

こ
し
に
一
役
買
っ
て
ほ
し
い

瀬戸内海の魅力発信に
� 生涯を捧げる

丸尾　 誉
たかし

 さん

U
・
Ⅰ
タ
ー
ン
者
に
聞
く

第18回

　

今
回
は
本
村
で
古
民
家

を
借
り
て
、
カ
フ
ェ
＆
ゲ
ス

ト
ハ
ウ
ス
「
瀬
戸
の
お
う
ち

　

Ｓ
ｅ
ｔ
ｏ
U
Ｃ
Ｈ
Ｉ
」
を

営
ま
れ
て
い
る
、
丸
尾
誉
さ

ん
に
登
場
い
た
だ
き
ま
し

た
。

Ｑ　
丸
尾
さ
ん
、
お
忙
し
い

時
に
お
じ
ゃ
ま
し
ま
す
。
早

速
で
す
が
、
直
島
に
は
い
つ

頃
来
ら
れ
ま
し
た
か
。

Ａ　
２
０
１
３
年
の
４
月
10

日
、
瀬
戸
大
橋
の
開
通
記
念

日
に
転
入
手
続
き
を
終
え
直

島
町
民
に
な
り
ま
し
た
。

Ｑ　
そ
れ
ま
で
は
ど
ち
ら
に

住
ん
で
お
ら
れ
た
か
。
移
住

の
き
っ
か
け
は
。

Ａ　
東
京
に
住
ん
で
い
ま
し

た
。
今
も
直
島
と
の

２
拠
点
生
活
で
す
。

移
住
の
き
っ
か
け
は

故
郷
香
川
に
関
わ

る
何
か
を
し
た
い
と

思
っ
た
こ
と
で
す
ね
。

Ｑ　

住
み
は
じ
め
て

の
感
想
は
。

Ａ　

現
代
ア
ー
ト
の

聖
地
直
島
で
す
が
、

そ
れ
だ
け
じ
ゃ
な
い
。

美
し
い
自
然
の
穏
や

か
な
瀬
戸
内
海
に
優
し
く
包

ま
れ
た
直
島
が
素
晴
ら
し
い

と
改
め
て
感
じ
て
い
ま
す
。

Ｑ　
お
店
は
ど
ん
な
も
の
を

出
し
て
い
ま
す
か
。
営
業
日

や
時
間
は
。

Ａ　
瀬
戸
内
海
の
幸
を
五
感

で
楽
し
め
る
メ
ニ
ュ
ー
で
、

タ
コ
め
し
、
カ
ニ
み
そ
汁
な

ど
。
今
の
季
節
は
タ
ナ
ゴ
の

塩
焼
き
も
お
い
し
い
で
す
。

他
に
ス
イ
ー
ツ
や
お
み
や
げ

物
も
。

きらめき音楽会に「直島アゲイン」と出演

おいしいお酒もありますよ

の
で
す
が
。
今
後
何
か
や
り

た
い
こ
と
は
。

Ａ　
で
き
る
こ
と
は
何
で
も

や
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
ま
ず
は
み
ん
な
で

集
ま
っ
て
、
直
島
で
何
を
や

り
た
い
か
、
何
が
必
要
か
、

何
の
た
め
に
や
る
の
か
、
そ

う
い
っ
た
課
題
を
と
こ
と

ん
、
そ
し
て
楽
し
く
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
し
て
み
た
い
で

す
ね
。
個
人
的
に
は
、
直
島

だ
け
じ
ゃ
な
く
小
豆
島
や
東

京
や
九
州
の
島
々
な
ど
、
海

を
越
え
た
企
画
を
少
し
ず
つ

や
っ
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

　

瀬
戸
内
海
の
魅
力
発
信
に

僕
は
生
涯
を
捧
げ
る
覚
悟
で

す
。

「
え
い
、
え
い
、
島
ー
!
」

　
丸
尾
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
も

直
島
の
た
め
に
い
ろ
い
ろ
と

活
躍
を
お
願
い
し
ま
す
。
そ

し
て
早
く
結
婚
さ
れ
て
、
町

の
人
口
増
加
に
努
め
て
下
さ

い
。
今
日
は
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
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卒
業
式
に
思
う

　

３
月
は
卒
業
式
の
シ
ー
ズ
ン
で
も
あ

る
。

　

今
年
も
幼
・
小
・
中
の
卒
業
式
に
お

招
き
い
た
だ
い
た
。
古
い
話
で
恐
縮
だ

が
、
昭
和
35
年
ご
ろ
の
中
学
生
徒
数
は
、

１
学
年
２
０
０
人
を
超
え
て
い
た
の
を

記
憶
し
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
今
で
は
１
学
年
１
ク
ラ

ス
と
な
り
、
当
時
の
10
分
の
１
に
な
っ

て
久
し
い
。

　

今
も
昔
も
厳
粛
さ
は
変
わ
り
な
い
が
、

淋
し
い
限
り
で
あ
る
。

　

ま
た
、
先
生
の
恩
を
忘
れ
ず
尊
敬
を

表
す
「
仰
げ
ば
尊
し
」
や
「
螢
の
光
」

が
聞
け
な
い
の
も
、
同
じ
思
い
が
す
る
。

　

先
生
を
“
仰
げ
ば
尊
し
わ
が
師
の
恩
”

と
す
る
こ
と
は
、
学
校
教
育
の
基
本
中

の
基
本
と
思
う
の
だ
が
…
。�

（
蓬
記
）

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

　
　
　
議
　
　
長
　　

蓬　
　

清
二

　
　
　
委
員
長
　　

井
下　

良
雄

　
　
　
副
委
員
長
　　

丸
山　

義
朗

　
　
　
委
　
　
員
　　

議
員
全
員

編
集
後
記

　
「
つ
つ
じ
荘
行
き
、
発

車
し
ま
ー
す
」
今
回
登
場

い
た
だ
き
ま
す
の
は
、
毎

日
島
内
を
た
く
さ
ん
の
お

客
さ
ん
を
乗
せ
て
走
り

回
っ
て
く
れ
て
い
る
、
町

営
バ
ス
「
す
な
お
君
」
の

運
転
手
の
方
々
で
す
。

　

リ
ー
ダ
ー
の
瀧
本
さ

ん
・
奥
山
さ
ん
・
大
土
井

さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し

た
。

Q　

瀧
本
さ
ん
、
お
疲
れ

様
で
す
。
は
じ
め
に
運
転

手
さ
ん
全
員
の
お
名
前
と

人
数
を
教
え
て
下
さ
い
。

瀧
本　

庭
野
さ
ん
・
大
土

井
さ
ん
・
真
島
さ
ん
・
奥

山
さ
ん
・
下
津
さ
ん
・
樋

口
さ
ん
・
西
田
さ
ん
・
赤

星
さ
ん
・
山
田
さ
ん
・
そ

し
て
私
の
10
人
で
す
。

Q　

朝
早
く
か
ら
乗
ら
れ

て
い
ま
す
が
勤
務
時
間
は
。

瀧　

８
時
間
か
ら
10
時
間

く
ら
い
で
す
ね
。

Q　

瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭

の
期
間
は
大
変
だ
っ
た
で

し
ょ
う
。
ト
ラ
ブ
ル
な
ど

な
か
っ
た
で
す
か
。

瀧　

か
な
り
大
変
で
し

た
。
で
も
今
回
は
２
回
目

だ
っ
た
の
で
経
験
を
元
に

対
策
が
と
れ
て
、
大
き
な

混
乱
は
な
か
っ
た
で
す
。

何
よ
り
２
回
と
も
事
故
な

く
乗
り
切
れ
た
の
が
本
当

に
良
か
っ
た
で
す
。

Q　

お
客
さ
ん
と
の
お
も

し
ろ
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど

な
か
っ
た
で
す
か
。

瀧　

お
客
さ
ん
が
全
員
降

り
た
と
思
い
歌
を
歌
っ
て

い
る
と
「
ピ
ン
ポ
ー
ン
」

と
停
車
ボ
タ
ン
の
音
が
…

は
ず
か
し
か
っ
た
ぁ
。

大
土
井　

外
国
人
３
人
組

が
カ
ッ
プ
ラ
ー
メ
ン
を
す

す
り
な
が
ら
乗
っ
て
き
た

の
で
、
さ
す
が
に
お
断
わ

り
し
ま
し
た
。（
笑
）

Q　

運
転
中
に
ヒ
ヤ
ッ
と

し
た
こ
と
は
。
ま
た
、
町

内
で
「
こ
こ
は
危
な
い
」

と
い
う
と
こ
ろ
は
な
い
で

す
か
。

奥
山　

地
中
美
術
館
か
ら

横
防
の
間
や
、
本
村
か
ら

積
浦
へ
の
坂
道
を
猛
ス

ピ
ー
ド
で
下
っ
て
来
る
自

転
車
に
は
ヒ
ヤ
ッ
と
し
ま

す
ね
。

　

あ
と
、
道
の
ま
ん
中
を

数
台
が
並
走
し
て
来
た
り

と
…
。

大
土
井　

農
協
前
か

ら
役
場
の

間
は
歩
行

者
が
多

く
、
神
経

を
使
い
ま

す
ね
。

Q　

乗
客

や
歩
行

者
、
ま
た

他
車
の
運

転
手
さ
ん

な
ど
に
注
意
し
た
い
こ
と

は
。

瀧　

乗
客
の
方
に
は
、
い

つ
も
ご
利
用
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
降
車
の
際

は
完
全
に
停
車
し
て
か
ら

席
を
立
つ
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

　

他
車
の
運
転
手
さ
ん

は
、
い
つ
も
狭
い
道
な
ど

で
譲
っ
て
く
れ
て
感
謝
し

て
い
ま
す
。
私
達
も
譲
り

合
い
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず

に
務
め
ま
す
。

Q　

最
後
に「
す
な
お
君
」

の
Ｐ
Ｒ
を
ど
う
ぞ
。

瀧　

こ
れ
か
ら
も
安
全
運

転
を
第
一
に
が
ん
ば
り
ま

す
。
町
民
の
み
な
さ
ん
、

も
っ
と
町
営
バ
ス
を
ど
ん

ど
ん
利
用
し
て
下
さ
い
。

　

休
憩
時
間
に
お
じ
ゃ
ま

し
て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も

町
民
や
観
光
客
の
足
と
し

て
、
み
な
さ
ん
に
安
心
し

て
楽
し
く
乗
っ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
、
安
全
運
転
で

お
願
い
し
ま
す
。

「
発
車
オ
ー
ラ
イ
！
」

瀧本　貢 さん今日も一日がんばるぞ !

お待たせしました　つつじ荘行きです

安
全
運
転
を
第
一
に

町営バス運転手さん

古紙配合率100%再生紙を使用しています


